
問 ①市内公共交通の現状や移動ニーズ等の調査結果
を踏まえ、現状と課題は。②既存バス路線の廃止予
定と今後の代替交通は。③旭小・三輪野江小の統合
に伴うスクールバスの日中利用は教育部と連携して
検討を。④先進地事例から、行政・企業・地域住民
が共働し、本市の実状に合わせた取り組みを実施す
べき。見解は。
答 ①公共交通事業者は、運転手不足、利用者減少、
物価高に伴う経費増大。市民ニーズには、多岐にわ
たってのきめ細かな対応が難しい状況。
②市の南部・東部地域を走るバス路線は令和８年３
月末で廃止予定。現在、南部地域を走るバスは三郷
市と協力し、新たな路線バスを協議中。東部地域では、
タクシー利用料金助成を行っているので、影響の把
握に努めながら対応を検討。
③導入の際、教育部と連携し空き時間の活用を。
④提案の仕組みにも努め、持続可能性を高める。

♦農業用水路対策の推進を
問 ①多面的機能支払い交付金の更なる活用を。②危
険な二ツ沼 51 ー 00 ー 307700 用水路の整備を。
答 ①更なる周知啓発に努める。②対応を検討。

みんなでつなぐ公共交交通を

五十嵐　惠千子

問 ①吉川市での重点支援地方交付金の見込み金額は
②「子育て応援手当」子ども一人当たり２万円の支
給時期は③政府の推奨メニューにある「水道料金の
減免」を活用して水道料金基本料の２ヶ月分 2,000
円を無償にしては④吉川市は令和８年度市制施行 30
周年となる。これを記念してプレミアム商品券（プ
レミア率 30％）を発行しては。
答 ①推定額は約４億 4,200 万円②可能な限り速や
かに行う③推奨メニューにあるがどういった事業が
適切か検討する中で判断したい④地域経済活性にも
資するが適切に判断したい。

◆給食費無償化について
問 ①国が令和８年４月より小学校の給食費を無償化
する、見解は②現行小学校の給食費は 4,100 円、食
材費高騰による値上げをせずに一般財源、交付金を
投入して賄ってきた、この投入額を勘案すると実質
の給食費は③給食の質は向上を図りまた保つべきと
考えるが見解を。
答 ①国の責任と財源で行って欲しい②約 5,000 円
程度③質を保ちおいしい給食を提供したい。

重点支援地方交付金活用について

小野　潔
問 令和５年 12 月議会で多くの市民が集う施設、お
あしす・中央公民館の多目的トイレに障がい者用大
人用ベッドの設置を求めました。その後の進捗状況
を伺います。
答 おあしす１階の多目的トイレに大型ベッドを置い
た場合、出入口をふさいでしまい避難経路等が確保
出来ないことがわかりました。設置するには、室内
の拡張が必要という結論になりました。中央公民館
は施設が古く、設置出来るスペースがなく、今後長
寿命計画の中で改修を考えていきます。

◆資材置場の安全対策強化を更に
問 北谷小学校北西にある資材置場から火災が発生し
ました。市内には多くの資材置場が点在しています。
安全対策の強化を求めます。
答 北谷小学校の児童は、火災が収まるまで校舎内で
待機しました。最近、埼玉県特定再生資源屋外保管
業の規制に関する条例が施行されました。吉川市に
はまちづくり整備基準条例が制定されています。不
適切な資材置場があれば、法律や条例で、周辺に影
響を及ぼすトラブル等が無いように実行されていま
す。

障がい者トイレの
大型ベッドの設置を早急に

飯島　正義

問 維持していく自治体もある中、地域移行ではなく、
維持することを検討しなかったのか。
答 一部の学校においては、既に部活動の縮小を余儀
なくされており、将来を見据えて従来の部活動を維
持するのではなく、国や県が推進する地域展開に舵
を切る必要があると考えた。
問 部活動の特殊勤務手当はいくらか。
答 土日の部活動については、３時間までと規定され
ており、上限 2,700 円となっている。
問 先生方の負担軽減のために、２人体制でシフト制
にするとか、部活の日数を減らすとか、先生の実務
を改善するなど検討されたのか。
答 ２人体制で実施しているところもある。しかし生
徒数の減少により、教員数も減少しており学校によ
ってはそれも叶わない状況にある。
問 国民の生活が困窮する中、経済的な理由で子供た
ちの参加する機会が失われてはいけないと考えるが
いかがか。
答 指導者への指導料の支払いもあり当然無償という
わけにはいかない。今後、協議会の中で移動、費用
負担等も考えていきたい。

部活動の地域移行について

加藤　克明
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